
取組の効果

取組の様子

＊学校・園数及び園児・児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

【タグラグビー授業の推進】
● 教員を対象にタグラグビー講習会を実施
● 受講教員がタグティーチャーとして各校のタグラグビーの授業を推進

● 講習会を実施したことで、教員がタグラグビーに対する理解を深め、市内全校
においてタグラグビーの授業が行われた。

● タグラグビーは運動に苦手意識をもつ児童・生徒も楽しみながら取り組めた。
運動の充実感を味わい、多くの運動量を確保できた。

【学校2020レガシーの構築】
● レガシーとして継続していけるような教育活動等を、

各校が実態や実情に応じて創意工夫して構築した。

● アスリート講演会や競技体験、授業改善、環境整備、文化体験、共生社会の実現
など、各校が今後も継続していけるレガシーを構築した。

小金井市のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

小金井市

タグラグビー 学校2020レガシーの構築教員講習会・授業
◀感謝のメッセージ◀的あて◀アスリート授業

車いす体験▶貫井囃子▶補強運動の定着▶

14校 ＊

8,006人*

市の北側に都立小金井公園、南側に都立武蔵野公園、都立野川公園があり、豊かな
自然に囲まれている。小学校9校、中学校5校で連携し、様々な取組を行っている。


